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群馬大学大学院医学系研究科群馬手術手技研修センター利用内規 

 

平成31. 4. 1  制定 

改正 令和 5. 1. 1 

 

（趣 旨） 

第１条 この内規は，群馬大学大学院医学系研究科群馬手術手技研修センター規程第９条

の規定に基づき，群馬大学大学院医学系研究科群馬手術手技研修センター（以下「セン

ター」という。）の利用に関し必要な事項を定める。 

 （センター利用者） 

第２条 センターを利用できる者（以下「センター利用者」という。）は，次の各号のい

ずれかに該当するとおりとする。 

(1) 本学の教職員 

(2) 群馬県下の医療系国家資格を有する医療従事者 

(3) 本学の学生（ただし，本学教職員の監督下の利用に限る。） 

(4) センターが許可した手術手技研修の参加者 

(5) その他センター長が必要と認めた者（見学者及び立会者を含む。）  

（実施責任者・実施担当者） 

第３条 センター利用者のうち，手術手技研修の責任を負う者を実施責任者，実務を行う

者を実務担当者とする。 

２ 実施責任者は，医学系研究科又は医学部附属病院の教授若しくは准教授（不在時は筆

頭教員）とする。 

３ 実施担当者は，医学系研究科又は医学部附属病院の助教以上の教員とし，学会の指導

医等の資格を有し，センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が実施するガ

イダンスを受講している者とする。 

（利用申請） 

第４条 手術手技研修を実施するためにセンターを利用しようとする実施責任者は，セン

ター利用申請書（別紙様式）により，センター長に申請するものとする。 

２ センター長は，前項の申請があった場合，運営委員会で審査のうえ可否を決定し，実

施責任者に通知するとともに，申請ごとに次条に定める指導監督者を選任するものとす

る。 

（指導監督者） 

第５条 センターの利用について監督するため，指導監督者を置く。 

２ 指導監督者は，死体解剖保存法(昭和24年法律第204号)第２条第１項第１号又は第２

号に規定する者でなければならない。 

（安全管理） 

第６条 センター利用者は，センターの安全管理のため，次の各号に掲げる事項を遵守し

なければならない。 

(1) 別に定める病院感染防止対策マニュアルを遵守すること。 
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(2) 事故が発生した場合，別に定める教職員の事故への対応マニュアルに基づき適切に

対応すること。 

(3) その他安全管理に必要な事項 

（画像等の管理及び利用） 

第７条 手術手技研修に伴う術野画像等の取扱いについては，次の各号に掲げる事項を遵

守しなければならない。 

(1) 画像等の撮影 

動画，写真等の撮影・保存については，群馬手術手技研修センターが準備した記

録媒体，またはHDDのみを使用する。なお，撮影は必要最小限とし，不必要な部分は

覆う等，被写体は対象物のみとして，他の参加者は映らないよう配慮を行う。 

(2) 画像等の保存 

群馬手術手技研修センター内のHDDにて厳重に保管・管理を行う。 

(3) 画像等の提供 

自己研鑽，復習等でのみ使用する際は，センターに申請の上，貸出しできるもの

とし，使用終了後は速やかに返却するものとする。 

(4) 画像等の公表 

学会発表や論文投稿等で画像等を公表する際には，遅くとも公表を行う３週間前

までには，センターに当該公表データの提出を行い，提出されたデータをもって，

センターにて検討を行い，公表に関し審議を行う。 

(5) 画像等を公表する場合の許容範囲 

画像等を公表する場合には，原則，御遺体の顔や性別などわかる部位が映りこむ

ものは認められない。また，個人が特定できないよう，体の一部（腕や足など）の

必要最小限な範囲にとどめ、必要に応じフィルター加工等の配慮を行う。ただし，

鏡視下手術研修の際に映し出される画面データは許容の範囲とする。なお、判断が

難しいものについては，センターにて検討を行い，センター長の許可が必要とな

る。 

（利用の一時停止等） 

第８条 センター長は，センターの利用について安全性・倫理性・手続き等について疑い

が生じた場合は，実施責任者に利用の一時停止の命令を行うものとする。 

２ センター長は，一時停止の命令を行った場合，当該利用について運営委員会に諮り，

利用方法の改善の勧告又は中止の命令を実施責任者に行わなければならない。 

 （報 告） 

第９条 実施責任者は，利用後２週間以内に，次の各号に掲げる書類により，センター長

に利用実績を報告しなければならない。 

 (1) センター利用報告書 

 (2) 実績報告書（一般社団法人日本外科学会CST推進委員会様式） 

 (3) 経費報告書（一般社団法人日本外科学会CST推進委員会様式） 

 (4) 利益相反に関する報告書（一般社団法人日本外科学会CST推進委員会様式） 

 （慰霊祭） 

第10条 実施責任者は，原則として群馬大学医学部が主催する解剖献体慰霊祭に出席する
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こととする。 

 

附 則 

この内規は，平成31年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この内規は，令和５年１月１日から施行する。 

 



別紙様式（第４条関係）

年 月 日～ 年 月 日

（ ： ～ ： ）

計 回

人

人 人 人

人

見学者の役割 見学目的

人

人

人

体

1．頭部 2．頚部 3．胸部 4．腹部 5．上肢 6．下肢

）

）

円 参加者負担予定額 円

１、有 ２、無

１、有 ２、無

１、有 ２、無

１、有 ２、無 提供「有」の場合は機器・薬品名及び有償無償を記載

１、有償 ２、無償

１、有 ２、無

目的、方法、対象

緑の枠には該当する箇所に○を入力ください。
実施代表者 氏名

講座名及び役職

a.手術手技に関連する臨床解剖の研究

b.新規の手術手技の研究開発

c.医療機器等の研究開発

実施責任者 氏名

講座名及び役職

研修等の名称

目的 1．教育 a.基本的な医療技術の習得

b.基本的な手術手技、標準手術の習得

c.高度な技術を要する手術手技の習得

2．研究

実施日、期間

実施時間

実施内容の概要

実施回数

参加予定人数と公募の有無、
学内・学外の別

合計 １．有 ２．無

学内医師・歯科医師 関連施設

※医師・
歯科医師のみ 公募

学外（公募）

見学予定者（医師・歯科医師
以外、人的支援を含む）の内
訳

合計 ※医師・歯科医師以外の者が遺体による手術手技研修等を実施すること
は認められない

参加数

学生

ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌ

業者等

群馬手術手技研修センター利用申請書

目的の概要

写真、動画作成希望の有無
目的、方法、対象

経費
その他の補助・援助

解剖部位

倫理委員会※への申請

課題名　（

学内審査番号（

※倫理委員会への申請書と承認通知書のコピーを提出すること

ご遺体の数

費用総額見込

科研費等公的研究費

企業の支援

企業からの機器・薬品の提供

機器名・企業名

薬品名・企業名
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